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9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でデータベース化するため、600字～800字で記入。図、グラフ等は記載しないこと。) 

(1)枯草菌ルビスコ祖先タンパク質の Asp203及び Glu204への変異導入の結果、DK-MTP-1-Pエノラーゼ活性は完全に
失活した。これらの残基はルビスコのエノール化反応必須残基であり、祖先タンパク質にも共通に必須であることが

明らかとなった。また、これらの変異導入枯草菌変異株も作成し、次年度の準備を行った。さらに、必須残基のうち

１残基変異のみを有する Bordetella 祖先タンパク質を発見した。そこで Bordetella 祖先タンパク質がルビスコ活性を
有しているかを検証したが、活性は検出できなかった。現在、必須残基をルビスコ型に置換した組換え B.bronchiseptica
と枯草菌祖先タンパク質の作成を行っている。一方、ルビスコがオキシゲナーゼ触媒能を獲得した経緯において基質

RuBPを用いることも一つの要因だと考えられた。興味深いことに RuBP合成を触媒するホスホリブロキナーゼ(PRK)
はウリジンキナーゼ (UK)と高い相同性を示し UKが PRKの祖先タンパク質だと考えられた。現在、UKから PRKへ
の人工分子進化研究により、RuBPが基質となった経緯を解析している。次年度以降、祖先タンパク質及び基質の両面
からオキシゲナーゼ触媒能を獲得した分子進化過程を解析する。(2)約 1 万粒の EMS 処理アラビドプシス種子から、
ルビスコ生合成異常を示す変異株の選抜を行い、新たに 4 系統を取得した。特にルビスコ量が野生型の２０％に低下
している系統を取得し、ルビスコ生合成に重要な遺伝子だと考えられた。現在、得られた変異株変異遺伝子座のマッ

ピングを行っている。取得系統のうち、１系統のマッピングが完了し、原因遺伝子を決定した。その遺伝子はトウモ

ロコシの葉緑体 RNAスプライシング因子 CRSと相同性を示し、今後 CRSとルビスコ生合成との関連性を遺伝学的、
生化学的手法により詳細に解析する。 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4判縦長横書1枚)を添

付すること。 
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